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 このたび、運動と免疫・炎症を中心にスポーツ科学、健康科学をはじめ医学全般

にわたって世界 15 か国以上から専門家にご参集いただきまして第 17回国際運動免

疫学会シンポジウムを開催させていただくこととなりました。今まで準備にご協力

いただきました方々に厚く御礼申し上げます。 

今回のテーマは「運動免疫学：科学的根拠から実践応用へ」を掲げておりますが、

免疫・炎症とその調節機構に関する基礎研究から最先端の分析技術、栄養、発育、

老化、生活習慣病、がん、暑熱環境やストレスと予防対策、臨床的諸問題まで学術

セッションが用意されており、それぞれの座長や招待講演者をはじめ若手研究者や

大学院生の最新の研究発表と質疑応答をご覧いただき、本研究分野の進歩を実感い

ただけると確信しております。ランチョンセミナーでは、機能性食品分野から免疫

プロテイン（1）や検査分野から酸化ストレスマーカー（2）について協賛企業の情

報提供もあり、この分野の実用性についても参考にしていただけるものと思います。 

コロナ禍で免疫の重要性の理解が深まったところではありますが、免疫機能を高

めるための運動の重要性が科学的にも検証されつつあります（3）。また、昨今の地

球温暖化では熱中症が多発しておりますが、その全身性炎症と臓器傷害のメカニズ

ムや対策について関連する発表もございます（4）。さらに、がん患者の治療に運動

を併用すると治療成績がよくなり、がんの再発防止にも運動が効果的なことがわか

ってきており、運動の抗炎症作用が証明されましたが（5）、本シンポジウムでは腫

瘍免疫の詳細について最新知見の発表が期待されます。最終日午後には、運動とが

んに関する市民公開講座も開催されます。 

運動免疫学の研究が盛んになり始めた四半世紀前には臨床的にも運動の重要性

が議論され始め（6）、以降に疾病予防や医療の現場で運動が普及してきたところで

免疫学的理解も進みつつありますが（7）、最新情報の共有と今後の本研究分野の発

展や臨床応用、社会実装のために皆様のご参加をお待ちしております。 

(1) Ma S, et al. Effects of an 8-week protein supplementation regimen with hyperimmunized cow milk on 
exercise-induced organ damage and inflammation in male runners: a randomized, placebo controlled, 
cross-over study. Biomedicines, 2020, 8: 51. 

(2) Kobori H, et al. The utility of a small animal grip strength measurement device as a model for studying 
exercise-induced muscle damage. Antioxidants. 2026; 15:23.  

(3) Suzuki K, Hayashida H. Effect of exercise intensity on cell-mediated immunity. Sports. 2021; 9:8. 
(4) Suzuki K, et al. Characterization and modulation of systemic inflammatory response to exhaustive exercise 

in relation to oxidative stress. Antioxidants. 2020; 9:401. 
(5) Khalafi M, et al. Comparative efficacy of exercise modes on inflammatory cytokines in patients with breast 

cancer: a systematic review with pairwise and network meta-analyse. Scientific Reports. 2026. 
(6) 鈴木克彦ら. 運動療法の新しい取り組み―そのメカニズムと有用性について．Global Standard

の視点からの医療 (39)、治療 84: 165-169, 2002. 
(7) 鈴木克彦. 自然免疫・炎症に及ぼす運動の影響―そのメカニズム. 鈴木政登編集．健康寿命延

伸に寄与する体力医学．別冊・医学のあゆみ．東京：医歯薬出版株式会社: 68-73. 2020． 

https://katsu.suzu.w.waseda.jp/ISEI2026_Tokyo_J.html
https://katsu.suzu.w.waseda.jp/ISEI2026_Tokyo_J.html
https://katsu.suzu.w.waseda.jp/ISEI2026_Scientific%20Program_Updated%20regularly.pdf
https://www.mdpi.com/2227-9059/8/3/51
https://www.mdpi.com/2227-9059/8/3/51
https://www.mdpi.com/2227-9059/8/3/51
https://www.mdpi.com/2076-3921/15/1/23
https://www.mdpi.com/2076-3921/15/1/23
https://www.mdpi.com/2075-4663/9/1/8
https://www.mdpi.com/2076-3921/9/5/401
https://www.mdpi.com/2076-3921/9/5/401
https://www.nature.com/articles/s41598-026-55889-9
https://www.nature.com/articles/s41598-026-55889-9


 

 

 

 


